
組織で支える「絆づくり」と「居場所づくり」

生徒指導の構造「２軸３類４層」を用いて共通理解を図る！
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生徒指導提要改訂版では、生徒指導を組織的・計画的に実践するためのモデルとして、2軸3類4層から成る重層
的支援構造モデルが提示されています。このモデルは生徒指導の構造を視覚的に捉えやすいため、教員間の共通認識
の形成に役立つことが期待されます。
この図を基に、発達支持的生徒指導や課題予防的生徒指導（課題未然防止教育）の充実が生徒指導上の諸課題の未然

防止や再発防止につながることを捉え、先手型の常態的・先行的（プロアクティブ）生徒指導の必要性について共通理
解を図ることが大切です。

課題が発生する前に

常態的・先行的に
行う.

リアクティブ

課題が生じた後に

即応的・継続的に
行う.

時間軸に着目すると

２軸
課題性と対応の種類

から分類すると

３類

生徒指導の

４層

発達支持的
生徒指導

生
徒
指
導

特
定

一
部

全
て
の
児
童
生
徒

課題予防的
生徒指導

発達支持的
生徒指導

困難課題対応的
生徒指導

深刻な課題を抱える特定の児童生徒に
対して、関係機関とも連携しつつ、指導・援
助を行う等、組織的に対応する。
（関係機関の例）警察・児童相談所・病院等。

特定の課題を意識し、予兆が見られる等の
一部児童生徒の課題の深刻化を防止する。
（例）成績の悪化等の変化に対し、不登校等の深

刻な事態が生じないよう、教育相談等を実施。

特定の課題を意識し、全ての児童生徒
に対する生徒指導上の諸課題の発生を
未然に防止する。
（例）いじめ防止教育・薬物乱用防止教室等。

特定の課題を意識することなく、全ての児
童生徒を対象に、児童生徒が自発的・主体
的に自らを発達させる過程を、学校や教職
員がいかに支えられるのかという視点で進
める。
（例）声掛け、励まし、賞賛等の働きかけにより自己
理解力や自己効力感、思いやり等を含む社会
的資質能力を育成する。

児童生徒が自発的・主体的に成長や発達をしていく過程を支えるために、日常の生徒指導を基盤とし、課題を未然に防止
するための教育活動を組織的・計画的に行う「積極的な生徒指導」を意識していきましょう。
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いじめ・不登校・少年非行・児童虐待など、
特別な指導・支援を必要とする児童生徒
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重層的支援構造モデル


